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Abstract 
 

This research aims to provide an overview of the present situation of master ski by clarifying the characteristics of the 

participants and the competitions’ performances. The author based the analysis mainly on the results of the questionnaire 

survey made to Prefectural Ski Associations as well as all the individual data from the SAJ Data Bank published on the 

homepage of SAJ and approached the findings as follows: 1) the master ski participants increased 2.2 times after 01/02 

seasons, but this number has been kept at the same level in the recent three seasons. 2) Female master ski participants 

occupied about 11~13% of the total, less than the male participants. 3) The Ski Association of every prefecture is expecting to 

develop master ski as a「Sport for Life」, therefore「safety」becomes the top issue in running the Master Ski Tournaments. And 

finally the author concluded that it is necessary to discuss the supporting strategies to further promote the Master Ski program.  
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1.  はじめに 

高齢化とともにスポーツへのニーズが多様化し，中

高年のスポーツ愛好者の活動機会が拡大してきてい

る．このような中，マスターズスポーツ大会が様々な

種目で開催されてきた．谷ら 1)は国内外で開催される

マスターズスポーツ関連イベントを調査した結果，9

分野，計 123 種目と広範囲に及んだこと，さらにこれ

らの種目では，加齢とともにスポーツライフが縮小し

ていく先細りのイメージではなく，中高齢者が自己の

スポーツ意欲や技術の向上，競技する楽しみなど，多

種多様な楽しみ方とニーズを充足させるひとつのスポ

ーツ文化として成り立ってきていると考察している．

中でもマスターズ水泳は，4 万人以上の参加者がおり，

毎年 80 以上の大会が開催 2）され，マスターズスポー

ツ文化の中心的役割を担っている．  

ところで，近年，我が国のスキー人口は減少の一途

をたどっている．レジャー白書 3）によると，スキー・

スノーボードを合わせた参加人口は，1993 年の 1860

万人をピークに 2012 年には 790 万人まで減少してい

る．このように一般スキーヤーが減少する中，競技ス

キーにおいても同様な傾向が認められてきた．全国高

等学校体育連盟スキー専門部の統計 4）によると，アル

ペンスキー部門の参加者数は 2001 年から 2006 年の 6

年間で 3683 人から 2411 人へと，実に 35%も減少して

いる．また，全日本スキー連盟アルペンスキー競技登
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るため，大会運営に関するノウハウが蓄積されている

ことなどが考えられる．  

3.2  マスターズスキー参加者数 

図 4 に 01/02 シーズン以降のアルペンスキー選手数

とマスターズスキー参加者数の推移を示した．01/02

シーズンマスターズ参加者は 1067 名，その後漸増し，

12/13 シーズンには 2363 名と約 2.2 倍になった．アル

ペンスキー選手参加者数とマスターズ参加者数を比較

すると，01/02 シーズンのアルペンスキー選手は 6642
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とマスターズスキーの割合が約 1/3 と増加した．競技

人口の拡大ぶりが伺われる． 

体力・スポーツに関する世論調査における「この 1
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陸上競技など）」，「体操・ダンス・トレーニング系（体

操競技，ウエイトリフティングなど）」など 9 分野，計

123 種目の広範囲にわたる種目の広がりを観察した．

さらに，「狭く限定的に考えられている傾向の強かった

熟年層を対象としたマスターズスポーツ競技種目の範

囲は広く，マスターズスポーツ文化の広がりと浸透が

進んでいる（以下略）」と報告していた．したがって，

マスターズスキーも例外ではなく，マスターズスポー

ツの広がりの中で，参加者を増加させていったものと

推察される． 
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いる．01/02 シーズンと比べると，男女とも全体傾向と

同様，約 2.1～2.2 倍の増加となった．マスターズスキ

ー参加者全体に占める女子の割合は，過去 13 年間 11

～13%を推移していた．アルペンスキー選手全体に占

める女子の割合が 28～33%を推移している状況と比較

すると，マスターズスキーでは，女子の参加者数の割

合が低いことが推察される．マスターズスキー大会に

参加する場合，大会前日の公開練習（大会コースでの

練習）に参加したり，開会式やチームキャプテンミー

ティングに参加したりするため，一般的には前日入り

が基本である．そのため宿泊を伴うケースが多くなる

ため，家庭をもった女性がマスターズスキーに参加す

るのは，距離や時間の制約が男性より実施しにくい理

由の一つになっていると考えられる．しかし逆の見方

をすれば，マスターズスキーに参加している女性は，

数々あると想像される阻害要因をクリアし，自らのマ

スターズスキーライフを構築した存在である．これは

ある意味，貴重な女性マスターズ参加者のモデルであ

る．今後，このモデルの体力や精神的要素，社会経済

的な要因などを明らかにすることで，女性のマスター

ズスキー参加者に多方面から支援策を提供できるので

はないかと期待している． 

3.3  マスターズスキー参加者の年代別特徴 

図 5 に，参加者数の年代別割合の推移を，図 6 に，

12/13 シーズンの性別・年代別参加者数を示した．09/10

～12/13 シーズンのマスターズスキー参加者の年代構

成はほぼ同じような傾向で，4 シーズンの割合を平均

すると，30 歳代 6.6±1.5%，40 歳代 24.6±1.1%，50 歳

代 24.8±0.5%，60 歳代 25.9±1.1%，70 歳代 15.1±0.9%．

80 歳以上 3.0±0.4%であった．30 歳代の割合は 40～70

歳代に比べ少なく，競技の中心は 40～60 歳代であるこ

とがわかる．マスターズ水泳でも同じような傾向で， 5

歳刻みで各クラスの人数をみると，18 歳から 109 歳ま

で 18 階級ある中で，60～64 歳が約 5300 人と最も多く，

40 歳から 69 歳までの 6 階級で各々4500 名前後の参加

者がおり，合計で約 27000 名，全体の約 6 割が 40～69

歳にいることになる 2）． 

体力・スポーツに関する世論調査（平成 25 年度）13)

によれば，ここ 1 年間に運動やスポーツを週 1 回以上

行った定期的運動・スポーツ実施者は 70 歳以上が最も

高く，次いで 60 歳代であった．マスターズスポーツ参

加者は確かに 70 歳以上も見られるが，中心は 60 歳代

以下であり，定期的運動・スポーツ実施者の分布とは

図.6 12/13 シーズンの年代別・性別登録者 
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異なる傾向にある．その理由には，加齢に伴う体力低

下や競技へのモチベーション維持の難しさが 70 歳代

以後加速してくるため，そこでマスターズスポーツを

断念する参加者が増加するのではないかと推察する

が，今後検討が必要である．  

3.4  マスターズスキー参加者の県別特徴 

図 7に 38県の中からマスターズスキー参加者数上位

10 県について 01/02 シーズン以降の推移を示した．こ

こ 5 シーズンの参加者数はあまり変化がない状況で，

東京，長野，愛知が参加者数のトップ 3 あった．07/08

シーズンに東京都の参加者数が急増しているのが特徴

的である．アルペンスキー選手数の最も多い北海道は

130 名程度の参加者数にとどまっているのに対し，東

京，愛知といった雪の降らない県でマスターズスキー

参加者が多い傾向が見られる．12/13 シーズンのアルペ

ンスキー選手に対するマスターズ参加者の割合は，北

海道が 17.8%に対し，東京 46.4%，愛知 59.4%と大きな

違いを見せた．このような差が生じる理由については

今後調査を進める中で明らかにする予定である． 

3.5  マスターズスキーに対する各県スキー連盟の取

組み状況 

各県スキー連盟はマスターズスキー参加者数の推移

について，9 県中 5 県が増加傾向，4 県が変化なしと回

答した．実際の SAJ の参加数では，01/02 シーズンか

ら 12/13 シーズンまででみると増加傾向にあるが，こ

こ数年は横ばい傾向にある県が多くみられる．新潟県

スキー連盟マスターズ委員長は「スキーブーム時代の

方々が中心になってスキー競技をしているので，そろ

そろ増加傾向から横ばいなるのでは」と現状を分析し

ていた．また，最も参加者数が多い東京都では，「50

歳以上は微増傾向にあるが，それ以下の若年層は減少

傾向にあるため，総数で変化なしか微増傾向」と説明

した．したがってマスターズスキー参加者数は近年横

ばい傾向と考えられる． 

各県スキー連盟のマスターズスキー普及のための企

画や方針について表 1 に示した．県によって対応が異

なっており，9 県中 2 県は「特になし」と回答したが，

「東北マスターズスキー大会」を主催している秋田県

や，「新潟県スキーマスターズ」と称する会が主体とな

ってスキーの生涯スポーツとしての普及・発展に尽力

 
図.7 マスターズスキー登録者の県別推移（上位 10 県） 
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している県のように，マスターズスキーの発展に組織

的に取り組んでいる県もある． 

一般の大会開催と比較してマスターズスキー大会開

催において配慮している点について図 8 に示した．そ

の結果「コース整備」「ポールセッティング」にはすべ

ての県で「とても」あるいは「少し」配慮していると

回答し，マスターズスキーでは特に安全面の配慮がな

されている．一般のアルペンスキー選手に比べマスタ

ーズスキー参加者は年齢が高いため，大会運営では「安

全最優先」で実施されていると考えられる． 

上記以外でも，埼玉県スキー連盟では，高年齢の方

が多いので大会要項をわかりやすくしたり，地方の方

 
表.1 各スキー連盟のマスターズスキー普及のための企画 

 

県 方針や企画 

東京 
主催マスターズ大会前に大会コースを使用したレーシングキャンプの実施。主催大会に対す

るアンケートの実施。 

長野 
県スキー連盟と連盟 OB 会との会合により大会の運営方法を年数回議論。会議内容をふまえた

大会開催 

愛知 
全日本マスターズ大会に 100 人参加するため運営が大変，会員相互での応援や協力の依頼．

大会前に合宿形式での練習 

新潟 
新潟県スキーマスターズの会（昭和 60 年）が主体となりマスターズスキー大会への協力．年

2 回会報．マスターズ委員会 

群馬 回答なし 

北海道 回答なし 

埼玉 選手はお客様で大会役員はサービス業，参加選手にダイレクトメールで大会要領などを郵送

秋田 東北マスターズスキー大会の主催，秋田県マスターズスキー協会 

青森 

子供からシルバーまでが「滑り，走る」ことをモットーに、すべての方を選手として公平に

取り扱う．ひとつでも多く参加できる大会をふやすこと。最高齢者の方に会長賞，技術大会

も実施 

 

 
図.8 マスターズスキー大会開催に当たり，県スキー連盟が配慮していること 
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も多いので登録費の振込にはゆうちょ銀行で対応した

り，振込料を無料にしたりといった配慮をしている．

群馬県スキー連盟では，競技ルールをわかりやすく指

導しているということである．東京都スキー連盟では，

できる限り快適な休憩所を確保するようにしていると

ともに，東京都スキー連盟会長・猪谷千春氏（1956 年

冬季オリンピック回転競技銀メダリスト）にメダルプ

レゼンティターとして，出席してもらえるよう配慮し

ている． 

以上のことから，高齢の参加者に対し，快適にかつ

不便がないような大会運営を心掛けていることが推測

される．さらに，マスターズスキー大会を開催するう

えで最も配慮していることは，なにより安全な大会開

催，そのためにコース整備やポールセッティングに特

に留意しているようである．何人おきにコース整備を

するのか，旗門間隔やふり幅はどのようになっている

のか，医療組織の形態など具体的な内容については今

後の課題とする．  

今後のマスターズスキーに対し，調査した 9 県が「と

ても」あるいは「少し」期待していると回答した．そ

の理由には「生涯スポーツとしての発展」（東京・長野・

新潟・秋田・埼玉・群馬），「スキー場のある地域の活

性化にも役立つ」（秋田），「選手自身が日頃適度なトレ

ーニングを実施することで健康維持・増進に励んでい

るため，高齢者医療費の低減にも寄与」（東京）が上げ

られていた． 

50 歳以上を対象とした 2008 アクティブエイジング

全国調査 15)によれば，過去 1 年間にスキーを行った割

合 6.0%（実施現状値）より，今後行ってみたい割合

13.0%（実施希望値）が高く，今後の潜在的需要が見込

まれる種目の一つとしてあげ，その数は 100～200 万人

と推定していた．スキー人口の増加が直接マスターズ

スキー参加者増加につながるとはいえないものの，生

涯スポーツとしての発展には期待が持てる結果といえ

よう．  

また，中高齢期の身体活動がもたらす便益・効果に

は健康・身体，心理・精神的な個人的便益にとどまら

ず，労働的，社会経済的，社会集団的，社会文化的便

益をも含めた社会的便益をもたらすことが明らかとな

っている 16)． したがって，スキー人口の増加，ひいて

はマスターズスキー人口の増加は，社会経済的な効果

も期待できるものと考えられる．  

4.  まとめ 

本研究では，マスターズスキーの現状を把握するた

め，大会の開催状況及び参加者の人数，性別，年代，

地域別特徴と，各県スキー連盟のマスターズスキーに

対する取り組みについて明らかにすることを目的とし

た．その結果以下のことが分かった． 

① マスターズスキー大会は，12/13 シーズンは，全

国で北海道から鳥取までの 10 県で，ここ 4 シー

ズンは，年間 25～27 大会開催されている． 

② マスターズスキー参加者は，01/02 シーズン以降

1067 名から 2363 名と 2.2 倍に増加したが，最近

3 シーズンは現状維持にとどまっている． 

③ 女性のマスターズスキー参加者は，全体の 11～

13%で男性に比べ少ない． 

④ マスターズスキー参加者の年代は 40～60 歳代が

全体の 75%を占める． 

⑤ マスターズスキー参加者は東京都や愛知県とい

ったスキー場のない県に多い． 

⑥ 各県スキー連盟では，マスターズスキー大会の開

催には「安全」を最も重視している． 

⑦ 今後のマスターズスキーについて，「生涯スポー

ツ」としての発展を期待している県が多い． 

 

今回の結果を踏まえ，今後マスターズスキーがさら

に成熟していくための支援策を検討するうえで，次の

ような課題の検討が必要と考えられる． 

 

① マスターズスキー参加者の参加動機や行動特性

を把握し，参加便益との関係を検討する． 

② 女性マスターズスキー参加者の行動特性を明ら

かにし，女性参加者増加のための支援策を検討す

る． 

③ マスターズスキーに対する SAJ や各県スキー連

盟の取組みについてさらに調査することで，安全

な大会運営のための支援策及び効果的なプロモ

ーションについて支援できるよう検討する． 
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